
は
じ
め
に

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
は
じ
め
と
し
て

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
広
く
深
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

い
ち
早
く
リ
ス
ク
を
認
識
し
リ
ス
ク
に
応
じ
た
対
応
シ
ナ
リ
オ
を

想
定
す
る
こ
と
が
自
治
体
経
営
の
重
要
な
要
素
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
は
ま
ず
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
リ

ス
ク
事
項
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
例
示
的

に
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
を
整
理
す
る
。
な
お
本
稿
で

は
リ
ス
ク
を
「
一
定
の
発
生
確
率
と
そ
の
影
響
度
が
想
定
さ
れ
る

変
化
」
と
定
義
す
る
。

２８

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
事
項
と

そ
の
要
素

政
策
コ
ン
テ
ン
ツ
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
幹
事

株
式
会
社
富
士
通
総
研
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

チ
ー
フ
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
兼
）北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
研
究
員

若
生

幸
也
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１

地
方
自
治
体
に
関
す
る
リ
ス
ク
要
素
と
そ
の
影
響

地
方
自
治
体
に
関
す
る
リ
ス
ク
は
、
ま
ず

①

外
部
リ
ス
ク

②

内
部
リ
ス
ク

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
外
部
リ
ス
ク

外
部
環
境
を
分
析
す
る
際
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
分
析
に
よ
り
外
部
リ
ス
ク
を
分
類
す
る
と

①

政
治
リ
ス
ク

②

経
済
リ
ス
ク

③

社
会
リ
ス
ク

④

技
術
リ
ス
ク

に
整
理
で
き
る
。

①
政
治
リ
ス
ク
の
う
ち
、
リ
ス
ク
事
項
と
し
て
発
生
の
確
率
と

影
響
度
が
比
較
的
明
確
な
項
目
の
代
表
例
は
、
法
制
度
変
更
リ
ス

ク
や
税
制
変
更
リ
ス
ク
な
ど
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
で
は
法
制
度

変
更
に
よ
り
情
報
シ
ス
テ
ム
の
制
度
対
応
（
近
年
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
対
応
が
代
表
例
）
が
発
生
す
る
。
ま
た
法
人
住
民
税
の
国
税

化
に
よ
る
税
収
の
減
少
は
法
制
度
変
更
リ
ス
ク
と
税
制
変
更
リ
ス

ク
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
一
方
、
政
権
交

代
リ
ス
ク
は
発
生
確
率
と
影
響
度
が
予
期
で
き
な
い
た
め
不
確
実

性
事
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
ひ
と
た
び
政
権
交
代
が
発
生
す

れ
ば
大
幅
な
法
制
度
変
更
リ
ス
ク
や
税
制
変
更
リ
ス
ク
な
ど
の
起

動
が
想
定
さ
れ
、
相
互
に
関
連
性
が
あ
る
。

②
経
済
リ
ス
ク
の
う
ち
、
リ
ス
ク
事
項
と
し
て
発
生
の
確
率
と

影
響
度
が
比
較
的
明
確
な
項
目
の
代
表
例
は
、
景
気
変
動
リ
ス
ク

や
金
融
リ
ス
ク
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
不
確
実
性
事
項
と
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
化
リ
ス
ク
が
強
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
景
気
変
動
リ
ス

ク
や
金
融
リ
ス
ク
が
相
互
関
連
性
を
強
め
て
い
る
。

③
社
会
リ
ス
ク
の
う
ち
、
近
年
の
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
が
、
人
口
減
少
リ
ス
ク
や

少
子
高
齢
化
リ
ス
ク
で
あ
る
。
１５
〜
６４
歳
の
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
は
、
域
内
生
産
活
動
の
基
礎
的
要
件
の
脆
弱
性
を
強
め
て
お
り
、

地
域
事
業
者
の
人
手
不
足
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
６５
歳
以
上
の
老

年
人
口
や
７５
歳
以
上
人
口
は
、
主
に
高
齢
者
福
祉
・
医
療
・
介
護

関
連
需
要
と
関
連
性
が
強
く
、
団
塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と
な
り

介
護
需
要
が
激
増
す
る
と
予
想
さ
れ
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
は

わ
ず
か
の
猶
予
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
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人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
速
度
や
程
度
は
、
将
来
人
口
推
計

に
よ
り
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
将
来
人
口
推
計
に

基
づ
き
、
的
確
に
課
題
と
そ
の
発
生
要
因
を
認
識
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
方
自
治
体
の
人
的
制
約
・
財
政
制
約

等
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
目
的
手
段
関
係
を
整
理
し
た
「
実
効
性
」

の
あ
る
政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
等
を
構
築
す
る
こ
と
が
今
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
災
害
リ
ス
ク
は
地
震
・
火
山
噴
火
・
風
水
害
・
異
常
気

象
・
伝
染
病
・
生
物
異
常
発
生
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
一
般
的
に
は

不
確
実
性
事
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
や
地
方
自
治

体
の
場
合
、
発
生
確
率
は
不
明
確
な
も
の
の
発
生
確
率
に
関
係
な

く
常
に
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
対
処
す
べ
き
で
あ
り
、

常
に
一
定
の
確
率
で
生
じ
る
リ
ス
ク
事
項
と
し
て
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
政
策
的
対
応
の

ほ
か
、
保
険
制
度
の
活
用
も
重
要
な
選
択
肢
と
な
る
。
災
害
リ
ス

ク
は
こ
れ
ま
で
も
地
方
自
治
体
が
策
定
す
る
「
事
業
継
続
計
画
」

の
中
で
、
想
定
す
る
危
機
事
象
と
被
害
想
定
の
形
で
災
害
リ
ス
ク

を
整
理
し
て
い
る
。

④
技
術
リ
ス
ク
の
う
ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
リ
ス
ク

は
計
算
事
務
の
効
率
化
か
ら
広
範
な
事
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、

そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
情
報
の

流
れ
や
質
・
量
を
激
変
さ
せ
る
変
化
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
今

も
セ
ン
サ
ー
技
術
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）・
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
を
活
用

し
た
様
々
な
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
情
報
を
鍵
に

全
て
の
事
象
を
つ
な
い
で
お
り
、
意
思
決
定
の
在
り
方
も
変
容
さ

せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
サ
イ
バ
ー
犯
罪
な
ど
に
よ
る
攻

撃
対
象
で
も
あ
り
、
情
報
が
価
値
を
持
つ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
リ

ス
ク
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ

ス
ク
は
発
生
確
率
や
影
響
度
が
不
明
確
で
あ
り
、
不
確
実
性
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
か
か
わ
ら
な
い
各
分
野

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
地
方
自
治
体
の
政
策
運
営
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
と
地
域
公
共
交
通
と
の

関
係
は
代
表
例
）。

（
２
）
内
部
リ
ス
ク

（
１
）の
外
部
リ
ス
ク
の
①
政
治
リ
ス
ク
や
②
経
済
リ
ス
ク
、
③

社
会
リ
ス
ク
、
④
技
術
リ
ス
ク
が
、
地
方
自
治
体
の（
２
）内
部
リ

ス
ク
で
あ
る
①
経
営
資
源
リ
ス
ク
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ

の
経
営
資
源
を
活
用
す
る
政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
も
②
政
策
リ
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ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
。
先
に
例
示
的
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
①

政
治
リ
ス
ク
の
う
ち
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
な
ど
の
法
制
度
変
更
リ

ス
ク
は
、
①
経
営
資
源
リ
ス
ク
の
う
ち
情
報
資
源
リ
ス
ク
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

内
部
リ
ス
ク
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
の
①
経
営
資
源

リ
ス
ク
と
し
て
、
人
的
資
源
リ
ス
ク
・
物
的
資
源
リ
ス
ク
、
財
政

リ
ス
ク
、
情
報
資
源
リ
ス
ク
に
分
け
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
は
こ

れ
ら
の
資
源
を
組
み
合
わ
せ
て
政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
を
運
営

す
る
た
め
、
内
部
リ
ス
ク
と
し
て
の
経
営
資
源
リ
ス
ク
の
認
識
が

前
提
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
資
源
リ
ス
ク
を
以
下
で
例
示
的

に
整
理
す
る
。

人
的
資
源
リ
ス
ク
と
し
て
、
採
用
時
に
組
織
が
必
要
と
す
る
素

性
を
持
つ
職
員
が
質
量
と
も
に
充
足
し
な
い
採
用
リ
ス
ク
、
Ｏ
Ｊ

Ｔ
過
程
で
ス
キ
ル
が
積
み
上
が
ら
な
い
な
ど
の
事
態
が
発
生
す
る

ス
キ
ル
形
成
リ
ス
ク
、
組
織
体
と
し
て
具
備
す
べ
き
能
力
を
充
足

す
る
人
員
構
成
が
作
ら
れ
な
い
組
織
構
成
リ
ス
ク
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

物
的
資
源
リ
ス
ク
と
し
て
、
施
設
量
に
過
不
足
が
生
じ
る
施
設

量
リ
ス
ク
、
安
全
性
の
保
障
や
現
在
の
利
用
実
態
に
合
致
し
な
い

な
ど
の
老
朽
化
・
陳
腐
化
リ
ス
ク
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

図表 地方自治体を取り巻くリスク事項とその要素

ネットワークリスク
（官民連携・広域連携によるノウハウ断絶・モニタリングリスクなど）

②政策リス
ク　　

①経営資源
リスク

③社会リスク
④技術リス
ク　　

⑵内部リスク

②経済リスク

⑴外部リスク

①政治リスク

金融リスク景気変動
リスク

税制変更
リスク

グローバル
化リスク

災害
リスク

イノベー
ション
リスク

ＩＣＴ
リスク

少子高齢化
リスク

人口減少
リスク

不確実性
事項

リスク事項

政権交代
リスク

法規制
変更リスク

人的資源リスク
(採用リスク・

スキル形成リスク・
組織構成リスクなど)

物的資源リスク
(施設量リスク・
老朽化・

陳腐化リスクなど)

財政リスク
(歳入・歳出リスク・

流動性・
信用性リスクなど)

情報資源リスク
(情報漏洩リスク・
情報散逸リスクなど)

現状・課題認知リスク
(認知ラグや誤った現状・
課題認知リスクなど)

政策実行リスク
(実行ラグや実行段階の
仕組み組成リスクなど)

政策効果リスク
(効果ラグや効果リスクなど)
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財
政
リ
ス
ク
と
し
て
、
個
人
所
得
や
企
業
経
営
状
況
、
地
価
等

に
影
響
を
受
け
る
歳
入
リ
ス
ク
、
高
齢
化
に
伴
う
医
療
・
介
護
・

福
祉
需
要
な
ど
政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
の
対
象
分
野
に
お
け
る

課
題
の
広
さ
と
深
さ
が
影
響
す
る
歳
出
リ
ス
ク
、
地
方
自
治
体
が

必
要
な
と
き
に
貸
し
た
資
金
が
返
っ
て
こ
な
い
流
動
性
リ
ス
ク
、

地
方
自
治
体
に
関
連
す
る
主
体
に
貸
し
た
資
金
が
返
っ
て
こ
な
い

信
用
性
リ
ス
ク
な
ど
が
あ
る
。

情
報
リ
ス
ク
と
し
て
、
膨
大
な
個
人
情
報
な
ど
を
保
有
し
て
い

る
地
方
自
治
体
の
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
や
組
織
を
超
え
た
情
報
が
共

有
さ
れ
ず
適
切
な
判
断
を
行
え
な
い
情
報
散
逸
リ
ス
ク
な
ど
が
あ

る
。以

上
の
①
経
営
資
源
リ
ス
ク
は
、
施
策
・
事
務
事
業
運
営
時
に

発
生
す
る
②
政
策
リ
ス
ク
に
転
化
す
る
。
政
策
・
施
策
・
事
務
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
状
況
認
識
か
ら
効
果
発
現
ま
で
の

「
政
策
ラ
グ
」
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
政
策
ラ
グ
に
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
認
識
時
に
発
生
す
る
認

知
ラ
グ
、
政
策
形
成
時
に
発
生
す
る
実
行
ラ
グ
、
政
策
発
動
後
に

発
生
す
る
効
果
ラ
グ
が
あ
り
、
い
か
に
認
知
ラ
グ
や
実
行
ラ
グ
を

極
小
化
で
き
る
か
が
今
後
の
地
方
自
治
体
の
持
続
可
能
性
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。

こ
の
た
め
、
②
政
策
リ
ス
ク
を
考
え
る
上
で
は
、
政
策
ラ
グ
の

フ
レ
ー
ム
を
前
提
と
し
て
、
ま
ず
政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
の
対

象
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
の
現
状
を
認
知
し
、
課
題
を
洗
い

出
す
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
現
状
・
課
題
認
知
リ
ス
ク
」
と

し
て
、
社
会
経
済
環
境
の
現
状・

課
題
に
関
す
る
認
知
の
タ
イ
ム

ラ
グ
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
や
、
誤
っ
た
現
状
・
課
題
を
認
知
す
る

リ
ス
ク
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

次
い
で
、
政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
を
実
行
す
る
た
め
に
様
々

な
意
思
決
定
や
仕
組
み
を
組
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、「
政
策
実
行
リ
ス
ク
」
と
し
て
実
行
に
向
け
た
意
思
決
定

や
仕
組
み
を
組
成
す
る
際
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
や
、

効
率
的
・
効
果
的
な
仕
組
み
や
組
織
体
を
組
成
で
き
な
い
リ
ス
ク

な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

最
終
的
に
政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
実
施
後
に
効
果
を
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
政
策
効
果
リ
ス
ク
」
と
し
て
、

効
果
が
発
生
す
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
や
想

定
さ
れ
る
効
果
が
発
現
し
な
い
リ
ス
ク
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
効

果
が
発
現
し
な
い
こ
と
を
素
早
く
認
知
し
見
直
し
を
図
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
形
成
は
、「
現
状
・
課
題
認
知
リ
ス
ク
」
の
克
服

度
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
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こ
れ
ら
の
現
状
・
課
題
認
知
リ
ス
ク
、
政
策
実
行
リ
ス
ク
、
政

策
効
果
リ
ス
ク
を
通
じ
て
発
生
す
る
の
が
、
官
民
連
携
や
広
域
連

携
な
ど
連
携
主
体
と
の
事
務
事
業
運
営
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
断
絶
や

連
携
主
体
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
リ
ス
ク
な
ど
の
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
リ
ス
ク
」
で
あ
る
。

以
上
で
示
し
た
枠
組
は
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
を

例
示
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
も
大
き
な
リ
ス
ク
は
、
政
策

や
リ
ス
ク
を
思
考
す
る
視
点
を
固
定
化
し
て
し
ま
い
、
新
た
な
リ

ス
ク
を
認
識
し
な
い
こ
と
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
様
々
な
視

点
か
ら
リ
ス
ク
要
素
を
洗
い
出
し
、
発
生
確
率
と
影
響
度
を
整
理

し
た
上
で
、
リ
ス
ク
対
応
開
始
時
期
の
判
断
軸
の
提
示
（
不
測
事

態
の
発
生
を
認
識
す
る
シ
グ
ナ
ル
の
列
挙
、
シ
グ
ナ
ル
の
認
識
に

対
す
る
措
置
の
明
確
化
等
）、
対
応
の
た
め
の
選
択
肢
の
明
示
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、（
１
）外
部
リ
ス
ク
の
③
社
会
リ
ス
ク
の
う
ち
、
人
口

減
少
リ
ス
ク
や
少
子
高
齢
化
リ
ス
ク
は
、
過
去
か
ら
顕
在
化
し
て

い
た
も
の
の
、
シ
グ
ナ
ル
に
対
す
る
措
置
の
明
確
化
や
対
応
の
た

め
の
選
択
肢
の
明
示
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は（
２
）内

部
リ
ス
ク
の
①
経
営
資
源
リ
ス
ク
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
典
型
例
で
あ
る
。

２

リ
ス
ク
管
理
型
施
策
・
事
務
事
業
へ
の
進
化

以
上
で
整
理
し
た（
１
）外
部
リ
ス
ク
の
増
大
か
ら（
２
）内
部
リ

ス
ク
へ
の
転
化
が
進
行
し
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
環

境
は
複
雑
か
つ
深
刻
化
し
て
い
る
。

今
後
必
要
と
な
る
リ
ス
ク
管
理
の
観
点
は
、
社
会
経
済
環
境
に

関
す
る（
１
）外
部
リ
ス
ク
に
関
す
る
複
数
の
変
化
シ
ナ
リ
オ
の
整

理
と
そ
の
外
部
リ
ス
ク
に
継
続
的
に
影
響
を
受
け
る（
２
）内
部
リ

ス
ク
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
複
数
の
手
段
検

討
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
リ
ス
ク
管
理
型
施
策
・

事
務
事
業
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。
こ
の
際
に
、
リ
ス
ク
の
認
識
が

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
対
応
の
選
択
肢
は
広
く
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
②
政
策
リ
ス
ク
で
も
示
し
た
と
お
り
、
い
か
に
認
知
ラ
グ
や

実
行
ラ
グ
を
極
小
化
で
き
る
か
が
今
後
の
地
方
自
治
体
の
持
続
可

能
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

こ
の
ラ
グ
の
克
服
の
た
め
に
は
、
前
提
と
な
る
社
会
経
済
環
境

の
複
数
シ
ナ
リ
オ
と
現
状
と
目
標
の
か
い
離
（
す
な
わ
ち
課
題
）

と
そ
の
課
題
発
生
要
因
の
整
理
に
加
え
、
要
因
克
服
に
向
け
た
手

段
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
課
題
発
生
要
因
が
特
定
で
き
れ
ば
、

要
因
を
踏
ま
え
た
克
服
が
想
定
さ
れ
る
手
段
を
検
討
す
る
の
み
で
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あ
り
、
徹
底
的
な
要
因
分
析
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

お
わ
り
に

近
年
の
自
治
体
経
営
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

（
１
）外
部
リ
ス
ク
と（
２
）内
部
リ
ス
ク
を
単
独
の
地
方
自
治
体
で

受
け
止
め
る
こ
と
は
財
政
制
約
や
人
的
制
約
か
ら
も
困
難
と
な
り

つ
つ
あ
り
、
そ
の
リ
ス
ク
を
地
方
自
治
体
側
が
管
理
す
る
と
と
も

に
、
限
定
的
に
で
も
共
有
可
能
な
主
体
（
地
方
公
共
団
体
間
・
民

間
団
体
間
）
と
の
連
携
が
今
後
検
討
す
べ
き
事
項
と
な
る
。
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